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PPARシグナル経路や脂質生成経路に関連する遺伝子である Fabp4や Cd36、 
Plin1などのmRNA発現量が、TNF-αの投与によって低下し、短鎖・中鎖脂肪酸の
投与によって増大した。特に、この増大は、中鎖脂肪酸投与群において顕著で
あった。一方で、長鎖脂肪酸の投与によってこれら遺伝子のmRNA発現量に大き
な変化は確認されなかった。 
 これらの結果から短鎖・中鎖脂肪酸にはTNF-αの投与によるPPARシグナル経
路や脂質生成経路などに関連する遺伝子発現量の減少を回復させ、インスリン
抵抗性を改善する可能性が示された。今後発育期低栄養に暴露された動物への
短鎖脂肪、中鎖脂肪を投与が成長後の生活習慣病の発症リスクを低下させるか
を調べる必要がある。 
 
